
年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・ステップアップ数学 
単位数 ２(通年) 

学年等 平日登校コース・１年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

(1) 数学における基本的な計算方法や式のつくり、計算するにあたっての考え方について理解すると 

ともに、それを基に処理することができる。 

(2) 数学を活用し、計算方法や計算する順序等について考察を深め、数学的に表現、処理することが 

できる。 

(3) 数学的な事象に関心をもつとともに、今まで得た基本的な知識や技能を基に問題を解決、処理す 

ることができる。 

使用教科書 

副教材等 

改訂版 新 高校の数学Ⅰ（数研出版） 

こつこつ計算練習 １年（新学社） 

こつこつ計算練習 ２年（新学社） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

数学における基本的な計算方法や

式のつくり、計算するにあたっての

考え方について理解するとともに、

それを基に処理することができる。 

 

 

 

 

数学を活用し、計算方法や計算す

る順序等について考察を深め、数

学的に表現、処理することができ

る。 

数学的な事象に関心をもつととも

に、今まで得た基本的な知識や技

能を基に問題を解決、処理しようと

する。 

評価点 240点 240点 240点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

・正の数・負の数 

・文字と式 

・方程式 

・関数・図形・資料の活用 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 120点 120点 120点 

後期 

・式の計算 

・連立方程式 

・関数・図形・確率 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 120点 120点 120点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

8 

９ 

 

・整数のいろいろな計算 

・小数のたし算・ひき算、小数のかけ算・わり算、小数のいろいろな計算 

・倍数と約数 

・分数のたし算・ひき算、分数のかけ算・わり算、分数のいろいろな計算 

・割合と比 

・いろいろな量の単位 

・面積と体積 

・正の数・負の数（１）～（10） 

 

 

・正の数・負の数（１1）～（15） 

・文字と式（1）～（12） 

・方程式（１）～（8） 

・比例・反比例 

・おうぎ形の弧の長さと面積 

・立体の表面積、立体の体積、球の表面積・体積 

・資料の散らばりと代表値 

 

前期の学習のまとめ 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

 

１ 

２ 

2 

2 

２ 

2 

２ 

2 

１ 

３ 

後期 

10 

 

 

 

11 

 

 

12 

 

 

1 

 

 

2 

 

 

３ 

・正の数・負の数の加法・減法（１）～（2）、正の数・負の数の乗法・除法（１）～（2） 

・正の数・負の数の四則（1）～（2） 

・文字式のきまり、式の値 

・１次式の計算（１）～（2） 

 

・１次方程式（１）～（3） 

・式の計算（１）～（18） 

 

・連立方程式（１）～（11） 

・１次関数（１）～（7） 

・平行線と角 

・三角形の角 

・多角形の角 

・二等辺三角形 

・確率（１）～（2） 

 

後期の学習のまとめ 

2 

2 

3 

3 

 

3 

3 

１ 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

2 

１ 

２ 

５ その他 

来年度履修する「数学Ⅰ」に向け、基本的な計算方法や図形の基礎、その他数学における基本的な考え方を身に付けること

を目指します。また授業内では基本的な計算問題を中心とした練習プリントにも重点的に取り組み、計算力を身に付けま

す。 

 
 

前期中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学Ⅰ－α➀ 
単位数 ２(通年) 

学年等 平日登校コース・１年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

(1) 数と式、２次関数についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。また、事象を数 

学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理することができる。 

(2) 数や文字式の計算の方法と関連付けて、数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形するこ

とができる。２次関数では事象における関数関係を的確に表現し、その特徴を表、式、グラフに相互

に関連付けて考察することができる。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断す

ることができる。問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善することができる。 

使用教科書 

副教材等 

改訂版 新 高校の数学Ⅰ（数研出版） 

改訂版 ポイントノート 数学Ⅰ（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

数と式、２次関数についての基本的

な概念や原理・法則を体系的に理

解している。また、事象を数学化し

たり、数学的に解釈したり、数学的

に表現・処理することができる。 

 

 

数や文字式の計算の方法と関連付

けて、数や式を多面的にみたり目

的に応じて適切に変形することが

できる。２次関数では事象における

関数関係を的確に表現し、その特

徴を表、式、グラフに相互に関連付

けて考察することができる。 

 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとしたり、粘り強く柔軟に考え

数学的論拠に基づき判断しようと

している。問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり、評価・改善し

ようとする。 

 

 

評価点 ２４０点 ２４０点 ２４０点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 1章 数と式 ・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 

後期 

第 2章 ２次関数 ・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

 

５ 

６ 

 

 

 

７ 

 

８ 

９ 

 

○第 1章 数と式 

第 1節 数と式の計算 

１ 計算の基本  ２ 単項式と多項式  ３ 多項式の加法と減法 

４ 多項式の乗法  ５ 展開式の公式  ６ 因数分解 

７ 展開、因数分解の工夫 

 

 

８ 根号を含む式の計算  ９ 実数 

第 2節 １次不等式 

１ １次方程式  ２ 不等式 

３ 不等式の解 

 

 

 

前期の学習のまとめ 

４ 

 

 

８ 

４ 

 

１ 

２ 

８ 

 

4 

 

 

１ 

３ 

後期 

１０ 

 

 

１１ 

 

１２ 

 

 

１ 

２ 

 

 

３ 

○第 2章 ２次関数 

第 1節 ２次関数のグラフ 

１ 関数  ２ １次関数のグラフ  ３ ２次関数のグラフ(1) 

４ ２次関数のグラフ(2) 

 

  

第 2節 ２次関数の値の変化 

１ ２次関数の最大値、最小値 

２ グラフと２次方程式 

３ グラフと２次不等式 

 

 

後期の学習のまとめ 

８ 

 

 

８ 

 

１ 

 

５ 

６ 

４ 

 

１ 

２ 

５ その他 

前期は主に中学校でも学んだ式の展開や因数分解や平方根の計算方法についてもう一度確認するとともに、発展的な内容

も学習します。後期は２次関数について学び、関数の考え方とグラフの見方について理解を深めます。 

 

 
 

前期中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学Ⅰ－α② 
単位数 ２（通年） 

学年等 平日登校コース・２年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

（１） 図形と計量及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも 

に、事象を数学化したり、数学的に解釈、表現・処理したりすることができる。 

（２） 図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力を養い、データを適切な手法を選択して 

分析を行い、問題を解決することができる。 

（３） 数学のよさを認識し活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとした 

り、問題解決の過程を振り返って、評価・改善することができる。 

使用教科書 

副教材等 

新 高校の数学Ⅰ（数研出版） 

新課程 新 高校の数学Ⅰ対応 ポイントノート 数学Ⅰ（数研出版） 

 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

図形と計量及びデータの分析につ

いての基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するとともに、事象

を数学化したり、数学的に解釈、表

現・処理することができる。 

 

 

図形の性質や計量について論理的

に考察し表現したり、データを適切

な手法を選択して分析を行い、問

題を解決することができる。 

数学のよさを認識し活用しようと

したり、粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとしたり、問題

解決の過程を振り返って、評価・改

善したりしようとする。 

評価点 240点 240点 240点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 3章 図形と計量 ・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 120点 120点 120点 

後期 

第 4章 集合と命題 

第 5章 データの分析 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 120点 120点 120点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

 

５ 

 

６ 

 

 

 

７ 

８ 

９ 

 

〇第 3章 図形と計量 

  第 1節 三角比 

    １ 直角三角形 

    ２ 三角比 

    ３ 三角比の利用 

    ４ 三角比の相互関係 

    ５ 鈍角の三角比 

前期中間考査 

  第 2節 三角形への応用 

    １ 正弦定理 

    ２ 余弦定理 

    ３ 三角形の面積 

前期期末考査 

前期の学習のまとめ 

4 

 

 

4 

4 

2 

2 

１ 

 

6 

6 

2 

１ 

3 

後期 

１０ 

 

１１ 

 

１２ 

 

 

１ 

 

２ 

 

 

３ 

〇第 4章 集合と命題 

    １ 集合 

    ２ 命題と集合 

    ３ 必要条件と十分条件 

後期中間考査 

〇第 5章 データの分析 

    １ データの整理 

    ２ データの代表値 

    ３ データの散らばり 

    ４ データの相関 

    ５ 仮説検定の考え方 

後期期末考査 

後期の学習のまとめ 

8 

 

4 

4 

１ 

 

5 

3 

3 

2 

2 

１ 

２ 

５ その他 

本校では「数学Ⅰ」を前半と後半に分けて履修します。前半を履修する科目が数学Ⅰ－α①又は数学Ⅰ－β前期、後半を履

修する科目がⅠ－α②又は数学Ⅰ－β後期です。 

数学Ⅰ－α②は、数学Ⅰ－α①の続きとして三角比、集合と命題、データの分析を学習します。基礎的な内容ですので、 

ひとつひとつ確実に学習しましょう。 
 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学Ⅰ－β 
単位数 ４（前期２＋後期２） 

学年等 平日登校コース・１年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

（１） 数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的 

 に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈、表現・処理したりすることができる。 

（２） 数や式を適切に変形する力、図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力、事象を的確 

に表現してその特徴を表、式、グラフを関連付けて考察する力、データを適切な手法を選択して分析 

を行い、問題を解決する力を養うことができる。 

（３） 数学のよさを認識し活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとした 

り、問題解決の過程を振り返って、評価・改善することができる。 

使用教科書 

副教材等 

改訂版 新 高校の数学Ⅰ（数研出版） 

改訂版 ポイントノート 数学Ⅰ（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

数と式、図形と計量、２次関数及び

データの分析についての基本的な

概念や原理・法則を体系的に理解

するとともに、事象を数学化した

り、数学的に解釈、表現・処理する

ことができる。 

数や式を適切に変形したり、図形の

性質や計量について論理的に考察

し表現したり、事象を的確に表現し

て、表、式、グラフを関連付けて考

察したり、データを適切な手法を選

択して分析を行い、問題を解決す

ることができる。 

 

数学のよさを認識し活用しようと

したり、粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとしたり、問題

解決の過程を振り返って、評価・改

善したりしようとする。 

評価点 240点 240点 240点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 1章 数と式 

第 2章 ２次関数 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 120点 120点 120点 

後期 

第 3章 図形と計量 

第 4章 集合と命題 

第 5章 データの分析 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 120点 120点 120点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

 

 

５ 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

〇第 1章 数と式 

  第 1節 数と式の計算 

    １ 計算の基本      ２ 単項式と多項式     ３ 多項式の加法と減法  

    ４ 多項式の乗法     ５ 展開の公式      ６ 因数分解 

    ７ 展開、因数分解の工夫     ８ 根号を含む式の計算     ９ 実数 

  第 2節 １次不等式 

    １ １次方程式      ２ 不等式      ３ 不等式の解 

前期中間考査 

〇第 2章 ２次関数 

  第 1節 ２次関数のグラフ 

    １ 関数      ２ １次関数のグラフ     ３ ２次関数のグラフ（１） 

    ４ ２次関数のグラフ（２） 

  第 2節 ２次関数の値の変化 

    １ ２次関数の最大値、最小値  ２ グラフと２次方程式      ３ グラフと２次不等式 

前期期末考査 

前期の学習のまとめ 

20 

 

 

 

 

１２ 

 

１ 

 

16 

 

 

１６ 

 

１ 

４ 

後期 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

１ 

 

２ 

 

 

３ 

〇第 3章 図形と計量 

  第 1節 三角比 

    １ 直角三角形      ２ 三角比      ３ 三角比の利用 

    ４ 三角比の相互関係     ５ 鈍角の三角比 

  第 2節 三角形への応用 

    １ 正弦定理      ２ 余弦定理      ３ 三角形の面積 

 

後期中間考査 

〇第 4章 集合と命題 

    １ 集合      ２ 命題と集合      ３ 必要条件と十分条件 

〇第 5章 データの分析 

    １ データの整理     ２ データの代表値     ３ データの散らばり 

    ４ データの相関     ５ 仮説検定の考え方 

後期期末考査 

後期の学習のまとめ 

 

18 

 

 

1４ 

 

 

１ 

1６ 

 

16 

 

 

１ 

4 

５ その他 

数学を学習することで、知識や技能の獲得だけではなく、筋道を立てて物事を考える力を養うことができます。高等学校の

数学でその基礎となる科目が「数学Ⅰ」です。授業で学習した内容を毎日復習し、身に付けた力を日常生活で生かせるよう

にしましょう。 

 
 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学Ⅱ 
単位数 ４（前期２+後期２） 

学年等 平日登校コース・２年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

(1) いろいろな式、図形と方程式、指数関数・対数関数、三角関数及び微分・積分の考えについての基 

本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、 

数学的に表現・処理したりすることができる。 

(2) 式について論理的に考察したり、方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に表現し、図形の性質を 

論理的に考察したり、関数に着目し、事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察したり、問題解 

決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりすることができる。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断し 

ようとしたりしているとともに、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善することが 

できる。 

使用教科書 

副教材等 

新編 数学Ⅱ（数研出版） 

新課程 教科書傍用 ３TRIAL 数学Ⅱ（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

いろいろな式、図形と方程式、指数

関数・対数関数、三角関数及び微

分・積分の考えについての基本的

な概念や原理・法則を体系的に理

解するとともに、事象を数学化した

り、数学的に解釈したり、数学的に

表現・処理したりすることができ

る。 

式について論理的に考察したり、方

程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的

確に表現し、図形の性質を論理的

に考察したり、関数に着目し、事象

を的確に表現してその特徴を数学

的に考察したり、問題解決の過程や

結果を振り返って統合的・発展的に

考察したりすることができる。 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとしたり、粘り強く柔軟に考え

数学的論拠に基づき判断しようと

したりしているとともに、問題解決

の過程を振り返って考察を深めた

り、評価・改善したりしようとする。 

評価点 300点 300点 300点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 1章 式と証明 

第 2章 複素数と方程式 

第 3章 図形と方程式 

第 5章 指数関数と対数関数 

 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 150点 150点 150点 

後期 

第 4章 三角関数 

第 6章 微分法と積分法 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 150点 150点 150点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

7 

 

 

 

８ 

９ 

○第 1章 式と証明   第 1節 式と計算 

1 ３次式の展開と因数分解  ２ 二項定理  ３ 多項式の割り算 

４ 分数式とその計算      ５ 恒等式 

第 2節 等式・不等式の証明 

６ 等式の証明  ７ 不等式の証明 

○第 2章 複素数と方程式   第 1節 複素数と２次方程式の解 

１ 複素数とその計算  ２ ２次方程式の解  ３ 解と係数の関係 

第 2節 高次方程式 

４ 剰余の定理と因数定理  ５ 高次方程式 

○第 3章 図形と方程式   第 1節 点と直線 

１ 直線上の点  ２ 平面上の点  ３ 直線の方程式  ４ ２直線の関係 

 

第 2節 円 

５ 円の方程式  ６ 円と直線  ７ ２つの円 

第 3節 軌跡と領域 

８ 軌跡と方程式  ９ 不等式の表す領域 

○第 5章 指数関数と対数関数   第 1節 指数関数 

   １  指数の拡張  ２ 指数関数 

第 2節 対数関数 

３ 対数とその性質  ４ 対数関数  ５ 常用対数 

 

前期の学習のまとめ 

6 

 

 

2 

 

10 

 

6 

 

8 

 

1 

6 

 

6 

 

10 

 

10 

 

1 

4 

後期 

１０ 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

２ 

 

３ 

○第 4章 三角関数   第 1節 三角関数 

１ 角の拡張  ２ 三角関数  ３ 三角関数のグラフ  ４ 三角関数の性質 

５ 三角関数を含む方程式、不等式 

第 2節 加法定理 

６ 加法定理  ７ 加法定理の応用 

○第 6章 微分法と積分法   第 1節 微分係数と導関数 

１ 微分係数  ２ 導関数とその計算  ３ 接線の方程式 

 

第 2節 関数の値の変化 

４ 関数の増減と極大・極小  ５ 関数の増減・グラフの応用 

第 3節 積分法 

６ 不定積分  ７ 定積分  ８ 定積分と面積 

 

後期の学習のまとめ 

16 

 

 

8 

 

8 

 

１ 

１０ 

 

22 

 

１ 

４ 

５ その他 

数学Ⅱでは数学Ⅰで習った内容をより深く学びます。三角関数や指数関数、対数関数といった関数の分野について数学の

見方を広げ、微分・積分の考えを基に関数について深く考察していきます。また数学Ⅲで扱う内容の基盤ともなる科目で

す。内容は難しくなりますが復習を怠らず粘り強く取り組みましょう。 

 
 

前期中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学Ⅲ 
単位数 ４（前期２＋後期２） 

学年等 平日登校コース・３年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

(1) 極限、微分法及び積分法についての概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学 

化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

(2) 数列や関数の値の変化に着目し、極限について考察したり、関数関係をより深くとらえて事象を 

的確に表現し、数学的に考察したりする力を養い、いろいろな関数の局所的な性質や大域的な性質 

に着目し、事象を数学的に考察したり、問題解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察 

したりすることができる。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用しようとしたり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断し 

ようとしたりしているとともに、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善することが 

できる。 

使用教科書 

副教材等 

新編 数学Ⅲ（数研出版） 

新課程 教科書傍用 3TRIAL 数学Ⅲ（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

極限、微分法及び積分法について

の概念や原理・法則を体系的に理

解するとともに、事象を数学化した

り、数学的に解釈したり、数学的に

表現・処理したりすることができ

る。 

 

数列や関数の値の変化に着目し、

極限について考察したり、関数関係

をより深くとらえて事象を的確に

表現し、数学的に考察したりする

力、いろいろな関数の局所的な性

質や大域的な性質に着目し、事象

を数学的に考察したり、問題解決の

過程や結果を振り返って統合的・発

展的に考察したりすることができ

る。 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとしたり、粘り強く柔軟に考え

数学的論拠に基づき判断しようと

したりしているとともに、問題解決

の過程を振り返って考察を深めた

り、評価・改善したりしようとする。 

 

 

評価点 30０点 30０点 30０点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 1章 関数 

第 2章 極限 

第 3章 微分法 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 150点 150点 150点 

後期 

第 4章 微分法の応用 

第 5章 積分法とその応用 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 150点 150点 150点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

 

５ 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

７ 

8 

 

 

９ 

〇第 1章 関数 

１  分数関数           ２  無理関数             ３  逆関数と合成関数 

 

〇第 2章 極限 

  第 1節 数列の極限 

１  数列の極限         ２  無限等比数列          ３  無限級数 

  第 2節 関数の極限 

４  関数の極限（1）      ５  関数の極限（2）          ６  三角関数と極限 

７  関数の連続性 

前期中間考査 

 

〇第 3章 微分法 

  第 1節 導関数  

１  微分係数と導関数      ２  導関数の計算 

  第 2節 いろいろな関数の導関数 

３  いろいろな関数の導関数 ４  第 n次導関数         ５  曲線の方程式と導関数 

 

 

前期期末考査 

前期の学習のまとめ 

8 

 

 

16 

 

 

8 

 

 

１ 

 

22 

 

 

10 

 

 

 

１ 

４ 

後期 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

１２ 

 

 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

３ 

〇第 4章 微分法の応用 

  第 1節 導関数の応用 

１  接線の方程式          ２  平均値の定理         ３  関数の値の変化 

４  関数のグラフ 

  第 2節 いろいろな応用 

５  方程式、不等式への応用  ６  速度と加速度         ７  近似式 

 

後期中間考査 

〇第 5章 積分法とその応用 

  第 1節 不定積分 

１  不定積分とその基本性質        ２  置換積分法と部分積分法 

３  いろいろな関数の不定積分 

  第 2節 定積分 

４  定積分とその基本性質       ５  置換積分法と部分積分法 

６  定積分のいろいろな問題 

  第 3節 積分法の応用 

７  面積       ８  体積      ９  道のり       １０  曲線の長さ 

 

後期期末考査 

後期の学習のまとめ 

16 

 

 

 

16 

 

 

１ 

１０ 

 

 

 

12 

 

 

１０ 

 

 

１ 

４ 

５ その他 

数学Ⅲでは数学Ⅱ、数学Ｂで習った内容をより深く学びます。関数や極限の分野について数学の見方を広げ、三角関数や指

数対数の微分・積分の考えを基にいろいろな関数について応用していきます。内容はかなり難しくなりますが復習を怠らず

粘り強く取り組みましょう。 

 
 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学Ａ 
単位数 ２(通年) 

学年等 平日登校コース・１年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

(1) 図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するととも 

に、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

(2) 図形の性質を見いだし、論理的に考察したり、確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさを 

判断したり、数学と人間の活動との関わりに着目し、事象に数学の構造を見いだし、数理的に考察し 

たりすることができる。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用したり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断しようとし 

たり、問題解決の過程を振り返って考察を深め、評価・改善することができる。 

使用教科書 

副教材等 

改訂版 新編 数学 A（数研出版） 

改訂版 新課程 教科書傍用 3ＴＲＩＡＬ 数学Ａ（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

図形の性質、場合の数と確率につ

いての基本的な概念や原理・法則

を体系的に理解するとともに、事象

を数学化したり、数学的に解釈した

り、数学的に表現・処理したりする

ことができる。 

図形の性質を見いだし、論理的に

考察したり、確率の性質などに基づ

いて事象の起こりやすさを判断し

たり、数学と人間の活動との関わり

に着目し、事象に数学の構造を見

いだし、数理的に考察したりするこ

とができる。 

数学のよさを認識し数学を活用し

たり、粘り強く柔軟に考え数学的論

拠に基づき判断しようとしたり、問

題解決の過程を振り返って考察を

深め、評価・改善しようとする。 

評価点 ２４０点 ２４０点 ２４０点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 1章 場合の数と確率 ・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 

後期 

第 2章 図形の性質 

第 3章 数学と人間の活動 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

５ 

 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

 

○準備 集合 

○第 1章 場合の数と確率 

第 1節 場合の数 

１ 集合の要素と個数  ２ 場合の数 

３ 順列 

 

 

４ 組合せ 

 第 2節 確率 

５ 事象と確率  ６ 確率の基本性質  ７ 独立な試行と確率 

８ 条件付き確率 

９ 期待値 

 

 

前期の学習のまとめ 

4 

12 

 

 

 

 

１ 

4 

10 

 

 

 

 

１ 

３ 

後期 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

２ 

 

 

３ 

○第 2章 図形の性質 

第 1節 平面図形 

１ 三角形の辺の比  ２ 三角形の外心・内心・重心 

３ チェバの定理・メネラウスの定理 

４ 円に内接する四角形  ５ 円と直線  ６ ２つの円  ７ 作図 

 第 2節 空間図形 

８ 直線と平面  ９ 空間図形と多面体 

 

 

○第 3章 数学と人間の活動 

1 約数と倍数  ２ 素数と素因数分解  ３ 最大公約数・最小公倍数 

４ 整数の割り算  ５ ユークリッドの互除法  ６ １次不定方程式 

７ 記数法  ８ 座標の考え方  ９ ゲーム・パズルの中の数学 

 

 

後期の学習のまとめ 

10 

 

 

 

 

6 

 

 

１ 

15 

 

 

 

 

１ 

２ 

５ その他 

前期は中学校でも学んだ場合の数と確率についてより発展的な内容を学びます。後期は平面図形、空間図形について学

び、図形の性質に対する理解を深めます。数学と人間の活動については身近な数学にふれ、数学を積極的に活用する態度

を培います。 

 
 

前期中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学Ｂ 
単位数 ２（通年） 

学年等 平日登校コース・２年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

(1) 数列、統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を 

数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

(2) 離散的な変化の規則性に着目し、事象を数学的に表現し考察したり、日常の事象や社会の事象を 

数学化し、問題を解決したり、解決の過程や結果を振り返って考察したりすることができる。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用したり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断しようとし 

たり、問題解決の過程を振り返って考察を深め、評価・改善することができる。 

使用教科書 

副教材等 

新編 数学 B（数研出版） 

新課程 教科書傍用 3TRIAL 数学Ｂ（数列、統計的な推測）（数研出版） 

 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

数列、統計的な推測についての基

本的な概念や原理・法則を体系的

に理解するとともに、事象を数学化

したり、数学的に解釈したり、数学

的に表現・処理したりすることがで

きる。 

離散的な変化の規則性に着目し、

事象を数学的に表現し考察したり、

日常の事象や社会の事象を数学化

し、問題を解決したり、解決の過程

や結果を振り返って考察したりす

ることができる。 

数学のよさを認識し数学を活用し

たり、粘り強く柔軟に考え数学的論

拠に基づき判断しようとしたり、問

題解決の過程を振り返って考察を

深め、評価・改善しようとする。 

 

 

 

評価点 ２４０点 ２４０点 ２４０点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 1章 数列 ・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 

後期 

第 2章 統計的な推測 ・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

7 

 

 

 

８ 

９ 

 

○第 1章 数列 

第 1節 等差数列と等比数列 

１ 数列と一般項 

２ 等差数列 

３ 等差数列の和 

４ 等比数列 

５ 等比数列の和 

 

第 2節 いろいろな数列 

６ 和の記号Σ 

 

７ 階差数列 

８ いろいろな数列の和 

 

第 3節 漸化式と数学的帰納法 

９ 漸化式 

１０ 数学的帰納法 

 

 

前期の学習のまとめ 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

１ 

６ 

 

 

８ 

 

 

 

１ 

３ 

後期 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

1 

２ 

 

 

 

 

３ 

○第 2章 統計的な推測 

第 1節 確率分布 

１ 確率変数と確率分布 

  

２ 確率変数の期待値と分散 

 

３ 確率変数の和と積 

     

４ 二項分布 

 

５ 正規分布 

 

第 2節 統計的な推測 

    ６ 母集団と標本 

７ 標本平均の分布 

８ 推定 

９ 仮説検定 

 

 

後期の学習のまとめ 

1６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

４ 

 

１１ 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

５ その他 

「数列」では様々な規則性をもつ数の並びから一般項や数列の和について調べていきます。「統計的な推測」では様々なデ

ータを用いてその特徴をとらえ、考察をしていきます。日々の授業を大切に、分からないところはそのままにしないように

しましょう。 

 
 

前期中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学 C 
単位数 ２（通年） 

学年等 平日登校コース・３年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

(1) ベクトル、平面上の曲線と複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する 

とともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりすることができる。 

(2) 大きさと向きをもった量や図形や図形の構造に着目し、それらの性質を統合的・発展的に考察す 

る力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現することができる。 

(3) 数学のよさを認識し数学を活用したり、粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づき判断しようとし 

たり、問題解決の過程を振り返って考察を深め、評価・改善することができる。 

使用教科書 

副教材等 

新編 数学Ｃ（数研出版） 

新課程 教科書傍用 3TRIAL 数学Ｃ（ベクトル、複素数平面、式と曲線）（数研出版） 

 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

ベクトル、平面上の曲線と複素数平

面についての基本的な概念や原理 

・法則を体系的に理解するととも

に、事象を数学化したり、数学的に

解釈したり、数学的に表現・処理し

たりすることができる。 

大きさと向きをもった量や図形や

図形の構造に着目し、それらの性質

を統合的・発展的に考察する力、数

学的な表現を用いて事象を簡潔・

明瞭・的確に表現することができ

る。 

 

 

数学のよさを認識し数学を活用し

たり、粘り強く柔軟に考え数学的論

拠に基づき判断しようとしたり、問

題解決の過程を振り返って考察を

深め、評価・改善しようとする。 

評価点 ２４０点 ２４０点 ２４０点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 1章 平面上のベクトル 

第 2章 空間のベクトル 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 

後期 

第 3章 複素数平面 

第 4章 式と曲線 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 １２０点 １２０点 １２０点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

４ 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

９ 

 

 

○第 1章 平面上のベクトル 

第 1節 ベクトルとその演算 

１ ベクトル       ２ ベクトルとその演算 

 

３ ベクトルの成分       ４ ベクトルの内積 

 

第 2節 ベクトルと平面図形 

５ 位置ベクトル 

 

   ６ ベクトルの図形への応用 

 

７ 図形のベクトルによる表示 

 

○第 2章 空間のベクトル 

１ 空間の点     ２ 空間のベクトル      ３ ベクトルの成分 

 

４ ベクトルの内積     ５ ベクトルの図形への応用 

 

 

前期の学習のまとめ 

6 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

１ 

２ 

 

12 

 

 

 

 

１ 

３ 

後期 

１０ 

 

 

 

１１ 

 

 

 

 

１２ 

 

 

１ 

 

 

 

2 

 

 

３ 

○第 3章 複素数平面 

１ 複素数平面    ２ 複素数の極形式  

 

３ ド・モアブルの定理     ４ 複素数と図形 

 

 

〇第 4章 式と曲線 

  第 1節 ２次曲線 

１ 放物線      ２ 楕円 

 

３ 双曲線      ４ ２次曲線の平行移動 

 

５ ２次曲線と直線 

 

第 2節 媒介変数表示と極座標 

６ 曲線の媒介変数表示      ７ 極座標と極方程式 

 

   ８ コンピュータの利用 

 

後期の学習のまとめ 

12 

 

 

 

 

 

4 

 

 

１ 

８ 

 

 

 

７ 

 

 

 

１ 

２ 

５ その他 

「ベクトル」という新しい概念を学び、平面図形や空間図形と結びつけて考察を深めていきます。「複素数平面」では図形を

用いて複素数の計算を活用していきます。「式と曲線」では放物線、楕円、双曲線について定義や性質を理解していきます。

日々の授業を大切に、分からないところはそのままにしないようにしましょう。 

 
 

前期中間考査 

前期期末考査 

後期中間考査 

後期期末考査 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・数学演習 
単位数 ２（通年） 

学年等 平日登校コース・４年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

（１） 数と式、図形と計量、２次関数、データの分析、図形の性質及び場合の数と確率についての基本的 

な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に表現・処理したりす 

る技能を身に付けることができる。 

（２） 数や式を適切に変形したり、図形の性質や計量について論理的に考察し表現したり、確率の性質 

などに基づいて事象の起こりやすさを判断したりすることで、数学と人間の活動との関わりに着目 

し、問題を解決することができる。 

（３） 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ 

うとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする態度や 

創造性の基礎を養うことができる。 

使用教科書 

副教材等 

新 高校の数学Ⅰ(数研出版) 

新課程 [大学入試最頻出３９] ベーシックスタイル 数学演習Ⅰ・Ａ 受験編（数研出版） 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

数と式、図形と計量、２次関数、デ

ータの分析、図形の性質及び場合

の数と確率についての基本的な概

念や原理・法則を体系的に理解す

るとともに、事象を数学化したり、

数学的に表現・処理したりする技能

を身に付けることができる。 

数や式を適切に変形したり、図形の

性質や計量について論理的に考察

し表現したり、確率の性質などに基

づいて事象の起こりやすさを判断

したりすることで、数学と人間の活

動との関わりに着目し、問題を解決

することができる。 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとする態度、粘り強く考え数学

的論拠に基づいて判断しようとす

る態度、問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり、評価・改善し

たりしようとする態度や創造性の

基礎を養おうとする。 

評価点 １４０点 １４０点 １４０点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

第 5章 場合の数と確率 

第 6章 図形の性質 

第 1章 数と式 

第 2章 ２次関数 

第 3章 図形と計量 

第 4章 データの分析 

第 7章 整数の性質 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 ７０点 ７０点 ７０点 

後期 

第 5章 場合の数と確率 

第 6章 図形の性質 

第 1章 数と式 

第 2章 ２次関数 

第 3章 図形と計量 

第 4章 データの分析 

第 7章 整数の性質 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 ７０点 ７０点 ７０点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

 

4 

 

5 

 

 

 

6 

 

7 

 

 

 

8 

9 

 

 

 

第 5章 場合の数と確率 

 

 

第 6章 図形の性質 

 

第 1章 数と式 

 

第 2章 ２次関数 

 

第 3章 図形と計量 

 

第 4章 データの分析  

 

 

第 7章 整数の性質 

 

前期期末考査 

前期の学習のまとめ 

 

5 

 

 

5 

 

5 

 

5 

 

5 

 

5 

 

 

1 

 

1 

3 

後期 

 

10 

 

 

11 

 

 

 

12 

 

1 

 

 

2 

 

 

３ 

 

第 5章 場合の数と確率 

 

第 6章 図形の性質 

 

第 1章 数と式 

 

第 2章 ２次関数 

 

第 3章 図形と計量 

 

第 4章 データの分析  

 

第 7章 整数の性質 

 

後期期末考査 

後期の学習のまとめ 

 

5 

 

5 

 

5 

 

5 

 

5 

 

5 

 

2 

 

1 

2 

５ その他 

数学Ⅰ、数学Aの両方の単位を修得した人のみ、受講可能です。これまで学習した数学Ⅰ・数学Aの内容をさらに深めてい

き、思考力、判断力、表現力をつけていきます。大学進学等（共通テスト）で数学Ⅰ・A が受験科目で必要な人は受講しましょ

う。卒業年次に受講することが望ましいです。後期は前期と同じ内容ですが、扱う問題のレベルが上がります。 

 



年間指導計画表（シラバス） 

科目名 数学・実用数学 
単位数 ２（通年） 

学年等 平日登校コース・４年次 

１ 学習の到達目標等 

学習の 

到達目標 

（1）立式の方法や、計算の手順などを正確に理解し、正しい答えを導き出すことができる。 

（2）社会生活で必要とされる課題について論理的・数学的に考察して適切に判断し、表現することがで

きる。 

（3）数学のよさを認識し活用しようとしたり、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとしたり、

問題解決の過程を振り返って、評価・改善したりしようとする。 

使用教科書 

副教材等 

新 高校の数学Ⅰ（数研出版） 

整理と演習 完成ワーク数学（増進堂) 

２ 評価の観点等 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣旨 

立式の方法や、計算の手順などを

正確に理解し、正しい答えを導き出

すことができる。 

 

 

 

社会生活で必要とされる課題につ

いて論理的・数学的に考察して適切

に判断し、表現することができる。 

 

 

 

 

数学のよさを認識し活用しようと

したり、粘り強く考え数学的論拠に

基づいて判断しようとしたり、問題

解決の過程を振り返って、評価・改

善したりしようとする。 

 

 

評価点 １４０点 １４０点 １４０点 

３ 評価の計画 

学期 単元 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

前期 

［数と式］ 

［文章題］ 

［２次関数］ 

 

 

 

 

 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 ７０点 ７０点 ７０点 

後期 

［図形と計量］ 

［場合の数と確率］ 

［データの分析］ 

 

 

 

 

 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・提出課題 

・小テスト 

・定期考査等 

・授業中の観察 

・提出課題 

評価点 ７０点 ７０点 ７０点 



４ 指導の計画 

学期 月 単元及び学習内容 時数 

前期 

4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

 

7 

 

 

 

8 

 

9 

 

［数と式］ 

数の計算  式の計算  因数分解  約数と倍数   平方根の計算  １次方程式 

２次方程式  不等式 

 

 

 

 

［文章題］ 

数と量の文章題  割合の文章題  速さの文書題  規則性などの文章題 

 

 

 

［２次関数］ 

１次関数とグラフ  ２次関数とグラフ 

 

 

前期期末考査 

前期の学習のまとめ 

18 

 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

5 

 

 

１ 

３ 

後期 

10 

 

11 

 

12 

 

1 

 

 

 

 

2 

 

 

3 

［図形と計量］ 

図形と角  合同な図形  相似な三角形  円  図形の面積  三平方の定理の利用  

立体の体積と表面積  三角比 

 

 

 

［場合の数と確率］ 

場合の数  確率 

 

 

 

［データの分析］ 

データの分析 

後期期末考査 

後期の学習のまとめ 

22 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

4 

１ 

２ 

５ その他 

数学の基礎を復習し、問題演習中心の授業です。 

補助教材としてのプリントやテキストはそのつど提出し、チェックを受けます。 

社会に出た際に必要とされる基本的な数学力を身につけるとともに、公務員試験や就職試験（SPI）にも対応した内容が含

まれているため、卒業年次での受講が望ましいです。 
 


